
小学校 特別活動 学級活動（２）（３）の学習過程 （例） 

【参考資料】・小学校学習指導要領解説 特別活動編 （文部科学省） 
      ・特別活動指導資料 みんなで,よりよい学級・学校生活をつくる特別活動 小学校編 （国立教育政策研究所） 

学級活動（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 
学級活動（２）は現在の生活上の課題、学級活動（３）は現在及び将来を見通した生活や学習に関する 
課題を取り上げる。

①問題の発見・確認 
 日常生活における共通の問題から教師が 
「題材」を設定する。 

事前の活動 □ 児童一人一人が日常生活や将来に向け
た自己の生き方に関して、課題を確認
し、解決の見通しがもてるようにしま
しょう。 

□ 問題意識が高められるように事前調査
を行ったり、題材についての共通理解
を図ったりするようにしましょう。

②解決方法等の話合い 
 原因や改善の必要性を探ったり、具体的な解
決方法を見つけたりするために話し合う。 

③解決方法の決定 
 話合いを生かして、自分に合った具体的な解
決方法や個人目標を一人一人が「意思決定」す
る。 

本時の活動・話合い活動

④決めたことの実践 
 意思決定した解決方法をもとに目標の実現に
向けて、個人で実践し粘り強く努力する。 

⑤振り返り 
実践を定期的に振り返り、意識化を図るとと
もに、次の課題解決に生かす。 

事後の活動
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□ 「つかむ」「さぐる」「見つける」「決め
る」という一連の流れを意識した授業づ
くりをしましょう。 

□ 話合いを通して自分の考えを広げたり、
課題について多面的・多角的に考えたり
して、自分に合った解決方法を自分で決
める「意思決定」ができるようにしまし
ょう。

□ 意思決定しただけで終わることなく、決
めたことについて、児童が粘り強く実践
できるようにしましょう。 

□ 一連の活動を振り返って成果や課題を確
認し、自分の努力に自信を深めたり、更
なる課題解決に取り組もうとする意欲を
高めたりすることが重要です。 


